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Mlibのダウンロード
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ウインドウサイズの変え方

プッシュボタン、チェックボックス、ラジオボタン

メモウインドウ設定、Printf



MS Visual C++ 2010 Express のインストール

上記リンクからインストール

ダウンロード、インストールで１０分程度

https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2977003/the-
latest-supported-visual-c-downloads



mlibのダウンロード

このページの下の方からmlib.hと def.h （ヘッダーファイル）
をダウンロードして、分かりやすいところにおいておく

http://miwalab.ei.st.gunma‐u.ac.jp/mlib.html三輪研ＨＰ



mlibのインストール

Visual C++ 2010E を起動
新しいプロジェクトを作成

Visual C では一つのプログラム

につき一つのプロジェクトが必
要

プロジェクト 実行ファイル作成
時に必要なリンカ、デバッガ、コ
ンパイラ等のファイルやプログラ
ムの実行に必要なインクルード
ファイル等をひとまとめにしたコ
ンテナ

異なるプログラムを実行するに
は新たにプロジェクトを作る

6VPJ7‐H3CXH‐HBTPT‐X4T74‐3YVY7



①プロジェクトの名前を入力

②Win32プロジェクトを選択

③ＯＫボタン

プロジェクトの新規作成

以下に指示するどうりに作らないと、
コンパイルできないので注意



Win32アプリケーションウイザード

アプリケーションウイザードが開く

面倒なWindows アプリケーションのひな形となる
プロジェクトを簡単に作ってくれるが、、



Win32アプリケーションウイザード

①空のプロジェクト欄にチェック

②完了

mlibを使用する際は、それ自身がひな形の役割
なので、空のプロジェクトのみ作っておく



Visual Studio 2010¥Projectsに作成したプロジェクト名のディレクトリ
ができていることを確認

ドキュメント¥Visual Studio 2010¥Projects¥プロジェクト名¥プロジェクト名

プロジェクトの作成確認

プロジェクトのホームディレクトリは２階層下

注意

ホームディレ
クトリはここ

新規作成したプログラム等はホームディレクトリに保存される。

ホームディレクトリにmlib.hと def.hを必ずコピーしておく



◎ソースファイル
主にCソースファイルを新規作成、

もしくは他からコピーしてくれば、
既存のファイルを追加する

◎ヘッダーファイル
mlib.h、def.h は追加必須

その他、Ｃでよく使うインクルード
ファイルがあれば追加

〇リソースファイル
〇外部依存関係

ヘッダーファイル部に、ホームディレクトリにコ
ピーしたmlib.h , def.hを選択し追加する。

プロジェクトへのファイルの追加

作ったプロジェクトは空のままなので、様々なファイルを追加する必要

ソースファイルやヘッダーファイル
部を右クリックでファイルを追加で
きる。

使わない

ソリューションエクスプローラー



ソースファイル部に空のＣ++ファイル（メインプログラム）を作る

ソリューションエクスプローラの[ソースファイル]を右クリックで
新たに作成追加できる。

①プログラム名を入れる
②追加ボタンを押す

の下に作成

プロジェクトへの新規ファイルの作成

Visual Studio 2010¥Projects¥プロジェクト名¥プロジェクト名



新規ファイル
追加した既存
ヘッダーファイル

②入力後コンパイル実行ボタンを押す

③コンパイルエラーがあ
ればここにメッセージが
出る。

エラーがでなくなるまで
プログラムを修正する

プログラムの入力、コンパイル

①作成した新規Cファイル
をダブルクリックし、編集
以下のプログラムを入力

#include "def.h"
#include "mlib.h"
void main(int Number){

Printf("Hello World!");
}



サンプルプログラムの実行結果

def.hはウインドウやボタンのサイズ、配置の情報を管理
mlib.hは様々なグラフ化の関数や、ウインドウとＯＳのメッセージのやり取りが仕事

メモウインドウ

プッシュボタン

エディットボックス

チェックボックス
ラジオボタン

プログラム内ではmlib.hより先に def.hのインクルード文を書くこと

プッシュボタンを押すと、メモウインドウに「Hello World!」と表示される

プッシュボタンが押されたとき、main関数を実行する。

main関数はプログラム内に必ず必要

main関数はmlibから、整数型引数Numberを受け取る

Numberには押されたプッシュボタンの番号（0,1,2….）が入っている



変更するとグラフィックウインドウ、メモウイ
ンドウのサイズが適宜調整して表示される。

使用するボタン、ボックス等
の数を入力

メモウインドウ関連
変えなくてもよい

def.hのウインドウ初期設定部

各種ボタン等のサイズ、位置はこの下の方のcomponet()関数で設定

def.hで定めた定数はすべて大文字



プッシュボタン

・ボタンを押すことにより、main()関数で指定したプログラムが実行
される。

・押されたボタン番号が仮引数Numberに入っているため、 main()
関数内でswitch文やif文等より、ボタンによる場合分けが可。

・ボタンの位置、サイズ、キャプションはdef.hのcomponent()関数
内にあるグローバル変数sPB[ボタン番号]構造体で設定する。

sPB[i].x ボタン左上のｘ座標
sPB[i].y ボタン左上のｙ座標
sPB[i].w ボタンの幅
sPB[i].h ボタンの高さ
sPB[i].name ボタンのキャプション(TCHAR型)

・def.h内の定数PB_NUMで指

定した個数のプッシュボタン
をウインドウ内に配置可

・0から昇順にボタン番号が割
り振られる。

i番目のボタン
番号の設定



メモウインドウ

・１行の文字数や、記憶できる行数、表示行数はdef.hの定数
BUFSIZE_W、 BUFSIZE_H、DISPSIZE_Hでそれぞれ指定できる

・表示には関数Printf("表示文字列",変数等…)を使用、printf
関数と同じ使い方

・メモウインドウは一つだけ配置・位置、サイズ、キャプションは
def.hのsME構造体で設定

sME.x メモウインドウ左上のｘ座標
sME.y メモウインドウ左上のｙ座標
sME.w メモウインドウの幅
sME.h メモウインドウの高さ(MEMOWIN_Hで決まる)

・変数やコメント等をプログラム中から表示
させることが可

・メモウインドウ内はスクロールさせること
ができるため、多数の表示が必要なときに
使用



演習2
２－１．メモウインドウに押したプッシュボタンの番号を表示するプロ

グラムを作れ。尚、Printf関数はprintf関数と使い方は同じ

２－２．メモウインドウに押したプッシュボタンの番号を英語で表示する
プログラムを作れ．if文、switch文を使う

ヒント：main関数内では、プッシュボタンの番号は引数Numberを参照



チェックボックス

・複数個指定した場合、0から昇順に番号を自動割り振り

・位置、サイズ、キャプションはdef.hの component()関数内にあ
るグローバル変数sCK[チェックボックス番号]構造体を設定

sCK [i].x チェックボックス左上のｘ座標
sCK [i].y チェックボックス左上のｙ座標
sCK [i].w チェックボックスの幅
sCK [i].h チェックボックスの高さ
sCK [i].name チェックボックスのキャプション(TCHAR型)

・ON,OFFの状態は変数sCK[チェックボックス番号].chkに反映され、
ONのとき1、OFFのとき0
・main関数内でいつでも参照可

・状態のON、OFFを変更できるボックスであり、
クリックごとにON,OFFを切り替える。

・def.h内の定数CK_NUMで指定した個数の
チェックボックスを配置可

i番目のチェック
ボックスの設定



演習２－３

２－３．チェックボックスを二つ作成し、ボタンを押すと二つのチェッ
クボックスのＯＮ，ＯＦＦ状態をメモウインドウに表示するプ
ログラムを作れ



ラジオボタン
・グループ化された複数の候補の中からグループ
内で一つを選択するボタンであり、クリックごとに
ON,OFFを切り替え

・def.h内の定数RD_NUMで指定した数のラジオ
ボタンを配置可

sRD [i].x ラジオボタン左上のｘ座標
sRD [i].y ラジオボタン左上のｙ座標
sRD [i].w ラジオボタンの幅
sRD [i].h ラジオボタンの高さ
sRD [i].name ラジオボタンのキャプション(TCHAR型)

・選択の状態は変数sRD[ラジオボタン番号].chkに反映され、
選択1、それ以外0、メイン関数内で参照可

・ラジオボタンのグループ化はdef.h内のsRD[].chkの初期値で設定
例）ラジオボタン数：6個、グループ：２種類（0,1番と2,3,4,5番）
sRD[0].chk=1;    sRD[2].chk=1;    それ以外は0

・位置、サイズ、キャプションはsRD[ラジオボタン番号]構造体を設定

i番目のラジオ
ボタンの設定



演習２－４
２－４．６つのラジオボタンのうち、0～2、3～5の２グループを作成

し、ボタンを押すと、各ラジオボタンの状態をメモウインドウに
表示するプログラムを作れ。

最初は何も選択されない ０，４を選択したとき

５をクリックしたとき、

３，４，５が同一グループなので、４が
ＯＦＦになり、５がオンになる

０，１，２、は別グループなので０がＯ
Ｎのまま



void main (int Number){
switch (Number){
case 0:

Printf("The button number was zero¥n");
break;

case 1:
Printf("The first button was pushed ¥n");
break;

case 2:
Printf("You pushed the Push Button2 ¥n");
break;

}
}

演習 ２－２



void main (int Number){
if (sCK[0].chk==0) {

Printf("チェックボックス0はオフ ");
} else {

Printf("チェックボックス0はオン ");
}

if (sCK[1].chk==0) {
Printf("チェックボックス1はオフ¥n");

} else {
Printf("チェックボックス1はオン¥n");

}
}

演習 ２－３

void main (int Number){
int i;

for(i=0;i<RD_NUM;i++){
Printf("ラジオボタン%dは%d¥n",i,sRD[i].chk);

}
}

演習 ２－４


